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地下構造物の耐震解析および安全性照査（応答震度法） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 特徴 

○地下構造物を対象とした応答震度法による耐震 

解析 

○地下構造物を対象とした応答震度法による安全

性照査 

○複雑な地中構造物周辺の地盤構成や構造物－地

盤の動的相互作用を考慮する場合にも適用可能 

 

 

 

■ 対象 

○地下構造物（地下鉄、地下道路トンネル等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応答震度法の概念図 

＜応答震度法のメリット＞ 

地盤を平面要素でモデル化する

ために、地盤ばねの設定の必要

が無い。 
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地盤要素 

地盤加速度分布 

（全節点に慣性力を作用） 構造物・梁要素（M－φ非線形） 

固 定 

応答震度法の解析フロー 

 

常時断面力解析 

（フレーム・地盤バネ系） 

一次元地盤応答解析 

（SHAKE） 

初期断面力 常時軸力 

・部材の M－φ関係の算出 

・許容曲率φa の算出 

収束剛性値 応答加速度分布 

（相対変位最大時） 

応答震度法解析 

（2 次元静的 FEM） 

部材の安全性照査 

・曲率の照査 

・せん断照査 

・破壊形態の判定 

・層間変形角の照査 

設計条件 

・形状寸法、土質定数および使用材料 

・常時荷重および入力地震動 


